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1, はじめに 

地球温暖化による将来の海面上昇が予測されてい

る。地盤の液状化は地下水位が浅い場所で発生する。

海面上昇に合わせて地下水位も変動し、それにより液

状化リスクも高くなる可能性がある。 

そのため本研究では液状化リスクの高い東京湾岸

低地部の江東区と江戸川区を主に対象とし、地下水位

の現状と土地利用を含めた歴史的な地下水位の変遷

及び地下水位と下水道施設の関係について調査し、同

地域の地下水位のメカニズムについて考察する。 

2, 地下水位の現状 

東京湾岸の低地部では明治以降の産業発展による

工業用の地下水くみ上げが行われ、それによる地下水

位低下に伴い地盤沈下が発生し、荒川沿いに海抜より

標高が低いゼロメートル地帯が形成された。1960 年

頃から工場用水法などにより地下水のくみ上げが規

制され、地下水位がまた上昇し、現在は地下水位が高

い状態になっている。 

図 1 に東京湾岸の海抜ゼロメートル地帯とその周

囲のボーリングデータ 1)から取得した地下水位を示

す。多くの地下水位は 0.5～3.0m 程度の範囲に分布し

ている。 

図 2 に地下水位のイメージ図を示す。海より低いゼ

ロメートル地帯の地下水位は、深度 0.5m～3.0m 程度

の範囲に分布している。一方海より高い千葉市美浜区

の埋め立て地の地下水位は深度0.5～2.0m程度の範囲

で変化しており 2)、地面の海抜が異なるにも関わらず、

大きな違いがない。そのため海面水位とこれらの地域

の地下水位は連動せず別のメカニズムにより水位が

決まっていると考えられる。 

3, 土地利用について 

江東区、江戸川区を対象に、現在の状況になるまで

の地下水位を知るために、土地利用の調査をした。 

江東区は江戸城に近かったため、江戸時代から宅地

化が進んでいた。元々干拓地であり、江戸初期は田ん

ぼが多く、地面は湿地のようで水はけが悪い土地であ

ったため、宅地化の際に地表面を乾かすために田んぼ

の用水路だった溝を改造して割下水という下水掘り

が作られた 3）。 

江戸川区の全域は江戸川の河口の三角州から形成

されたもので、江戸時代は海と陸の境目も分からない

湿原の広がりであった 4）。明治時代に入ると蓮根の栽

培などが行われるようになった。図 3 に 1896 年～

 

図 2 地下水位のイメージ 

図 1 東京湾岸のゼロメートル地帯と 

ボーリングデータから取得した地下水位 1) 

図 3 1896年～1909年の古地図 3) 



1909 年の間の古地図を示す 5)。冬でも水が張っている

田んぼ又は蓮田の範囲を黄色で表す。この図から、広

範囲に田んぼ等が拡がっており、地表付近まで地下水

位がある状況だったことが分かる。低地であるため台

風や大雨、高潮などで毎年のように洪水が多発してい

た。洪水にならなくても雨が降ると地面が水浸しにな

り、出歩くには長靴を履かなければならなかった。堤

防や放水路が完成した昭和 38 年以降も内水氾濫によ

る洪水が発生していた 5)。江戸川区は 1964 年に「雨

が降っても長靴をはかないまちづくり」をテーマに区

長である中里氏が下水道の普及に取り組んだ。また同

年国政でも「東京都市計画下水道」が定められ、下水

道整備が促進された 7)。この政策により内水氾濫など

の洪水が少なくなり、宅地が増え、都市化が進んだ。 

4, 地下水位と下水道施設の関係 

 高度経済成長期以降下水道が整備され、雨水は側溝

及び下水道管を通って速やかに排水されるようにな

った。道路の側溝やその桝の接合部などから浸入する
8）ことで地下水位が深度 0.5m 程度まで下がったこと

が予想されるが、ボーリングデータの地下水位では深

度 3m 程度まで下がっているものも多くある。これは

側溝だけでなく地下深い下水道管にも浸水すること

によって地下水位が下がっていると考えられる。 

何らかの原因で下水以外が下水道管へ流入する水

のことを不明水と呼ぶ。側溝等を流れてきた雨水が多

いが地下水も一定量不明水として下水管に流入して

いる 8）。図４に下水道管へ地下水が浸入している写真

を示す 9）。図のように地下深い下水道管の接合部分な

どから地下水が浸入することがある。 

 図 5にボーリングデータから求めた 1957～2012 年

における平均地下水位の年変化を示す。東京湾岸低地

部における下水管整備 10)11)が第一期（1930 年～1994

年）に行われた江東区、墨田区、荒川区と、第三期（1965

年～1995 年）に行われた江戸川区、葛飾区、足立区の

2つのエリアに分けて、それぞれ年単位での平均地下

水位を求めている。第一期エリアでは、1970 年以前は

1.0～2.0m 程度の範囲だった地下水位が、1970 年以降

は 1.5m～2.5m 程度の範囲になり、地下水位が少し下

がる傾向にあった。第三期エリアでは、下水道整備が

始まる前の 1965 年以前は 0.5～1.0m 程度の範囲にあ

った地下水位が、1980 年辺りにかけて段々下がって

いき、その後 1.0～2.5m 程度の範囲になった。 

以上のことから下水道の普及に伴い、下水道管へ不

明水として地下水が浸入することで、地下水位が数 m

まで低下していると考えられる。また埋立地でも同じ

メカニズムにより地下水位が下がっているため、地表

面の海抜によらず同様の地下水位になっていると考

えられる。 

5, まとめ 

 液状化リスクの高い江東区、江戸川区を対象として、

地下水位の歴史的変遷及び下水道施設との関係につ

いて文献調査及びボーリングデータの地下水位を分

析した。その結果、対象地域は元々干拓地で地表付近

まで地下水があったが、下水道の普及に伴い地下水位

が低下していることが分かった。地下水位低下の原因

として接合部等から下水道管へ浸水しているためと

考えられる。 

現在、下水道管の再構築工事が進んでいるが、耐震

化により下水道管の接合部が強化され、地下水が下水

道管に浸入しづらくなることで今後地下水位がより

高くなる可能性がある。 
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図 4 下水道管への不明水の浸入 7） 

図 5 平均地下水位の年変化 


